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 大学文書館に収蔵された様々な一次資料を
分類・整理する過程で、美術品として作成され
たものではないのだが、しばらく見入ってしま
う逸品に遭遇することがある。さらに、「同じ
人物が描いたものだろうか？」と戸惑いと驚嘆
の声をあげることもある。画才ある人物のひと
りに、半澤洵博士（1879-1972）がいる。今回
は、半澤洵の経歴をたどりながら、半澤の筆に
よるいくつかの図版を紹介したい。 
 
(1) 植物細密画の世界へ 
半澤洵は1892年札幌農学校予科に入学、

1897年本科に進学し、「植物病理学」を専攻し
て宮部金吾教授に師事した。在学中は植物の採
集・写生・腊葉（押し葉標本）作り、植物図譜
の筆写、顕微鏡観察に勤しんだ。図1～図4は
1895～1899年に半澤が描いた植物画である。
植物の分類学・生理学を履修し、菌類の分離・
培養・接種実験法を修得した半澤は、卒業論文
で「大豆菌核病」に取り組み、植物の病原菌の
同定と菌の生態を追究、1901年7月に卒業した。 
 
(2) “雑草”を究める 
卒業後の半澤は研究生を経て、1902年助教

授となる。農芸科生徒の講義「農業植物学」を
受け持ち、「今日農業の大敵として知らるゝも
のには、寄生菌病害あり、昆虫あり、動物あり、
雑草あり」と考えて雑草を蒐集、雑草の分類・
伝播法・防除法をとりまとめた大著『雑草学』
（六盟館、1910年）を著した。図5～図6は挿絵
の原図、図7は編集用の転写図である。在来種
と外来種のタンポポは総苞片の開閉で描き分
け、空に舞う綿毛にもグンバイウチワ（ナズナ）、
エゾノキツネアザミなどの様々な種子がある
ことを精緻な筆で描写した。 

 

   

半澤洵、精巧なる筆致の世界 山本 美穂子 

 

 

（大学文書館特定専門職） 
半澤洵、精巧なる筆致の世界

〔巻頭コラム〕 

図7 様々な形態の飛翔果実と種子 

図6 虫害のタンポポ 

図4 珪藻（キートケロス属） 

図2 鳴門蜜柑（淡路産） 図1 とき草（長万部採集） 

図3 巾着草 

図5 タンポポ二種 
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(3) ヨーロッパ見聞を描く 
「応用菌学」研究のため、半澤は文部省外国

留学生としてドイツ・フランス・アメリカに留
学した（1911年12月出国～1914年6月帰国）。
ドイツ北部の①ハノーファー工科大学（1912
年1月～9月）と②ライプティヒ農科大学（1913
年10月～翌年3月）、フランスの③パスツール
研究所（1912年11月～翌年7月）を研究拠点と
して、聴講・実験・論文執筆に集中した。①で
は醗酵菌類研究の第一人者ウェーマー教授（C. 
Wehmer)に師事し、“クモノスカビ”の新種につ
いて純粋培養・各種試験を行い、教授との連名
で「リゾープス・デレマー菌」（学名：Rhizopus 
delemar）と命名した。図8～図10は、妻宛ての
手紙の役割も兼ねていた日記に描いたドイツ
生活の一コマ。妹尾河童『河童が覗いたヨーロ
ッパ』（新潮社、1983年）を彷彿とさせる。 
リゾープス・デレマー菌は、その後、「アミ

ロ法」と呼ばれるアルコール製造法に最適な菌
種として見出され、産業界で広く活用された。 

 
(4) 建物も、雑誌も、デザイン！ 
留学中、半澤は1913年8月～9月にフランス・

ドイツ・イタリア・スイス・ルクセンブルク・
オーストリア、10月にロシア・フィンランド・
デンマーク内の大学・研究所を鉄路で巡り、植
物病理学・細菌学等の諸施設を視察した。翌年、
視察を踏まえ、帰国後に主宰する「応用菌学講
座」（1915年新設）の教室建物について自ら筆
をとって設計図（図11、和紙・墨書き）を作成、
宮部金吾教授に送付して提案している。 
帰国後、1915年2月「農学博士」の学位が授

与され、1916年6月教授に昇任した半澤は、“菌
類の活用”を実践する。1919年雑誌『納豆』を
創刊、従来の藁納豆から、純粋培養した納豆菌
（学名: Bacillus subtilis var. natto）と衛生的な
容器を使用した近代的な納豆製造法への転換
を推進し、“納豆博士”と称えられた。 
 

 

  
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図9 復活祭での頂き物

図10 居心地のよい下宿部屋(ライプティヒ) 

図12 半澤洵が装幀した『納豆』の表紙 

図11 応用菌学教室の新築提案図（1914年） 

池上重康「農学士半澤洵の欧州巡行と東北帝国大学農科大学応用菌学教室」 
（『日本建築学会大会学術講演梗概集（北海道）』、2013 年） 
池上重康「農学士半澤洵の欧州巡行と東北帝国大学農科大学応用菌学教室」
〔参照〕高尾彰一『食卓の小さな巨人 微生物』（北海道新聞社、1997年）、 

図8 昼食には米飯 

    〔左〕第壱号 〔右〕第弐号手筆原稿 
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小野琢磨（1858-1946）がW.S.クラークから
贈られた写真を、2022年4月22日、ご子孫の小
野翠氏より受贈しました。 
小野琢磨は1874年9月に「開拓使仮学校」

（1872年に東京芝の増上寺内で開校）に入学
しました。開拓使仮学校は、1875年に「札幌学
校」と改称して札幌に移転し、1876年8月に専
門科を開設し「札幌農学校」となります。札幌
農学校には、小野琢磨ら札幌学校出身の13名
に加えて、東京の学校から11名が入学しまし
た。しかし、24名の生徒のうち、8名が主に学
力不足により第1学年在学中に退校しました。 
受贈写真の表面には、1877年に札幌農学校

第1学年在学中の生徒16名とアメリカ人教師4
名（教頭のW.S.クラーク、土木学・数学担当の
W.ホィーラー、化学担当のD.P.ペンハロー、農
学担当のW.P.ブルックス）が写っています。左
列上より、1列目に小野琢磨・佐藤勇、2列目に

出田晴太郎・中島信之・ペンハロー・田内捨六・
山田義容、3列目に荒川重秀・黒岩四方之進・
クラーク・ブルックス・渡瀬寅次郎・安田長秋、
4列目に伊藤一隆・小野兼基・ホィーラー・内
田瀞・柳本通義、5列目に大島正健・佐藤昌介
が並んでいます。 
写真の裏面には、W.S.クラークが細いペン

で、上段に「T.Ono With the affectionate 
regard of W.S.Clark」(T.Onoへ 愛をこめて 
W.S.クラーク)、下段に「April 7th 1877」と献
呈文をしたためています。W.S.クラークは、
1877年4月7日、小野琢磨ら第1期生に写真を
贈った後、同月16日に札幌を離れました。 

W.S.クラークの離札後、小野琢磨は1877年
11月に病気のため退校しましたが、1879年よ
り開拓使に勤めて幌内鉄道の建設に携わるな
ど、鉄道分野で活躍しました。 

   （佐々木）

〔資料紹介〕 収蔵庫さんぽ 

札幌農学校第１期生の古写真 ～小野琢磨旧蔵資料～ 






